
 

 

 

 

 

 

今回は、４月の保護者会でお話しした内容を、一部抜粋し、あらためてお伝えさせていただきます。 

＊         ＊         ＊         ＊ 

私は、学校として大切にしたいことがあります。それは、生徒の“幸せ”です。学校では、生徒たち豊

かで楽しい学校生活を送ることで、中学生としての今を“幸せ”に過ごしてもらいたいと思っています。

それと同時に、卒業してからも“幸せであってほしいと願っています。進学先の高校で、そして社会人と

なって職場で、それぞれがその進路先でその社会の一員としてやっていけること、それが卒業してから

の“幸せ“ではないかと考えます。そのため、義務教育最後となる中学校は、そうした力をつけてもらう

場でもあると考えます。 

 

そうした考えのもと、学校経営方針を作成しました。先月の保護者会でお配りしましたので、ご一読

ください。しかし、そうは言っても、これらは学校の力だけできるものではありません。保護者の方々の

ご理解とご協力が必要です。そこで、保護者の皆さまにお願いがあります。それは、「学校と保護者が

同じ方向で子どもに向き合う」ということです。 

 

教員と保護者は、学校・家庭それぞれの立場で

こどもと向き合うことは必要です。しかしこれは、とも

すると、互いが対立しているかのような誤解が生ま

れてしまうことがあります。 

 

そこで大切なのは、共に同じ方向から子供たちを支えると

いうイメージをもって、協力していくことではないでしょうか。時

に学校に対し、「説明が不十分」「対応に疑問」と感じること

があるかもしれません。そうした際には、遠慮なくご意見・ご質

問としてご連絡ください。一方で、子供たちに対しては、同じ方

向で向き合っていただきたい。そうすることで、共に子供たちの

成長を支えていきたいと考えます。 

 

こうした趣旨をご理解いただき、これから一年間、ご協力をいただきますよう、よろしくお願い申し上

げます。 

生徒の成長を共に支える学校に 
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中学校生活のスタートに、とても参考になりました。 

新入生歓迎会 ４月１１日（火） 
 

４月１１日（火）の１・２校時、新しく入学した１年生を対象に、新入生歓迎会を実施しました。 

 

前半は、１年生は２・３年生と一緒に、学校生活に

ついてのガイダンスを受けました。学校生活のしおり

をもとに、一日の生活の流れやルール、中学校での

学習の仕方、保健室の利用の仕方、部活動の入部に

ついてなどを、各担当の先生から説明を受けました。

１年生にとってはまだ慣れない中学校での生活につ

いて知ることができ、また、２・３年生にとっても、あら

ためて学校生活のきまりや望ましい生活の仕方を確

認することができました。 

 

２・３年生の退場後、後半は、各委員会・部活動ごとに事前に制作した紹介ビデオによる「委員会・

部活動紹介」を受けました。どのビデオも工夫して制作されており、その活動の楽しさが伝わってき

て、これから参加する委員会や部活動を選ぶ上でとても参考になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校には、いろいろな活動があります。委員会、部活動、検定試験、もちろん授業や行事、係活動や

体験活動など･･･。それらの体験・経験は、自分にとっての「興味が持てること」「得意なこと」「向いて

いること」などに出会えるチャンスでもあります。そして、まだ自分が固まっていない年代のみなさん中

学生にとって、こうした活動に取り組むことは、達成感や自信につながったり、自分の良さや個性に気

づいたりすることにつながります。ひょっとすると、それが進路を選ぶときの条件になったり、将来の仕

事につながったり、一生続ける趣味になったりするかもしれません。そういう意味で、学校は「いろいろ

なチャンスが転がっているところ」といえます。しかし、それもやってみなければつかむことはできませ

ん。 

 

新年度を迎えたこの機会に、係や委員会はえり好みせずに、部活動は興味があれば、まずは「やっ

てみる」、そうした姿勢を期待しています。 

 

 



『気づき、考え、実行する』を、日頃の生活で 

青少年赤十字(JRC) 加盟登録式 ４月１０日（月） 
 

本校は長年、青少年赤十字（ＪＲＣ）に加盟しており、八幡中の伝統のような

ものになっています。昨年は、滋賀県の小学校で日本最初の少年赤十字が誕

生してちょうど１００年の年で、全国でそれを記念して様々な活動が行われまし

た。本校でも、「青少年赤十字(JRC)100 周年記念ルワンダ子ども支援基

金」に協力させていただきました。 

 

本校では例年、新しく入学した１年生を対象に、

JRC についてのガイダンスを兼ねて、「加盟登録式」を

実施、今年も４月１０日（月）に行いました。校内担当の

佐藤浩子先生からのJRCの理念や活動の考え方につ

いての説明があり、全員で“誓いの言葉”を読み上げま

した。その後、JRC 紹介動画「ハートラちゃんといっし

ょ！」を視聴しました（日本赤十字社東京支部 HP から

視聴できます）。 

 

これらを通じて、つぎのようなことを確認することができました。 

〇 ＪＲＣの態度目標は「気づき・考え・実行する」です。 

〇 ＪＲＣの実践目標は「健康・安全」「奉仕」「国際理解・親善」です。 

〇 これらは、今、社会で求められている視点であり、日頃の生活の中で意識し実践することが大切 

です。 

 

ＪＲＣ活動は、必ずこれをしなければならないということはありません。大切なのは、赤十字の精神で

ある「人道」＝“人を救う”という気持ちで、できることから「気づき・考え・実行する」という姿勢です。

これは、学校生活にも当てはまることでもあります。この加盟登録式を機に、本校の生徒ひとりひとり

がそうした意識を持って行動していってくれればと思います。 

 

 

 

委員会活動もスタート！ 

新委員の皆さん、よろしくお願いします。 

専門委員認証式 ４月２１日（月） 
 

４月２１日（月）、本年度最初の生徒朝礼において、前期 

生徒会（専門委員）認証式を行いました。 

 

各学級の委員の紹介とともに、代表してそれぞれの委員長が壇上で認証状を受け取りました。その

後、各委員長から全校に向けて、委員としての抱負と委員会の方針が述べられました。どの委員長も

真剣な面持ちで全校生徒の前に堂々と立ち、そのはっきりとした口調からはその決意が伝わってきま

した。 



 

これから半年、各委員のみなさんには、学校生活の充実のため、それぞれの活動に意欲と責任感

をもって取り組んでいってほしいと思います。よろしくお願いします。加えて、委員以外の生徒の皆さん

も、自身も生徒会会員のひとりであることを忘れず、委員会活動に協力し、委員の人たちを支えてい

きましょう。これまでの活動や実績を"よき伝統"として引き継ぎながら、発展させていってくれることを

期待しています。 

 

 

日 曜 行事 等 給食 日 曜 行事 等 給食 

１ 月 全校朝礼 ○ １７ 水  ○ 

２ 火  ○ １８ 木  ○ 

３ 水 憲法記念日 × １９ 金 避難訓練 ○ 

４ 木 みどりの日 × ２０ 土 
土曜授業日 

清里・下田移動教室説明会 
× 

５ 金 こどもの日 × ２２ 月 
全校朝礼 教育実習始 

運動会練習始 
○ 

８ 月 
全校朝礼 安全指導 

オーケストラ鑑賞教室(2) 
○ ２３ 火  ○ 

９ 火 
内科検診(1) 中央委員会(昼) 

専門委員会 
○ ２４ 水  ○ 

1０ 水 セーフティ教室 腎臓検診２次 ○ ２５ 木  ○ 

1１ 木 歯科検診 三者面談始(６組) ○ ２６ 金 英語検定 ○ 

1２ 金  ○ ２９ 月  ○ 

１５ 月 生徒朝礼 ○ ３０ 火  ○ 

１６ 火  ○ ３１ 水 運動会予行練習 ○ 

 


